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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　こうとうくりつやながわ　　　　

東京都　江東区区立八名川小学校長　
手　島　利　夫
· 東京都教育施策連絡会での竹花委員による呼びかけ「意見があれば出してほしい」に対する
提出意見　平成24年に出しているにもかかわらず翌年以降の教育施策に、全く反映されなかった。２５年には教育長をはじめ全教育委員に向けて書簡を送ってみたが、全く無視されていたので、29年都政新報での意見表明に続くこととなった。（２０１７０４０７の記事等へ）
（以下は平成24年4月26日付の竹花委員長宛の手紙文である）
　八名川小学校では、目白大学副学長多田孝志先生のご指導を平成２１年度よりいただきながら、昨年度からはユネスコスクールとして、ＥＳＤに取り組んでまいりました。
　
本日は、私の考えとそれにもとづいた学校教育進め方をお伝えしたいと思います。論文調に書いておりますがお読みいただけたら光栄です。
◎子どもたちの生きていく世界の現状と求められる教育
秒速で激変を続ける世界の状況の厳しさ、不安定さの中にあって、国内的にも解決の困難な課題が続発し、先行き不透明で、疲労と不安の広がる現状は、深刻さを増しています。
　だからこそ、どのような厳しい世界であってもたくましく生き抜き、未来を切り拓いていく子ども達に育てておきたいのです。子ども達のたくましく生きる力こそ、私たちの希望であり日本の未来そのものだからです。
　学校教育においても、学んだことをノートにまとめ、しっかり覚えてテストで１００点を取ればいいという、知識の獲得を中心とした教育観は卒業しなくてはなりません。学んだことを伝え合い、活かし合ってより良い生き方や、より良い社会を実現していくという、知識活用を中心とした指導観に立った教育こそが求められているのです。
　それには「自ら考え、進んで学び、思いやりをもって行動する」だけでなく、問題そのものに気づき、情報を集め、考え、判断したことを基に実践し、やりぬく「問題解決力」の育成や、人と心を通わせ、感動し、伝え合う「創造的なコミュニケーション能力」の育成が大切なのです。
　このような考えに立ち、持続可能な社会づくり、人づくりを進めようというのが、学習指導要領の言う「生きる力の育成」であり、ユネスコ・国際連合教育・科学・文化機関の言うESD(Education for Sustainable Development持続可能な未来のための人づくり) という教育観です。（注・文部科学省は持続発展教育と訳しています） 
　このような考えに立って学校教育を進めるには、次の５点が重要です。
1 　全校で取り組む体制づくり
学校の教育課程に「生きる力を育む教育の重視」を掲げます。そして、教科横断的な学習や問題解決的な学習過程、人とのふれ合いや体験的な活動を大切にしていくことを明記し、全校で確認して取り組みを始めることです。
②　教科横断的なカリキュラムづくり（ESDカレンダーの作成）
学校の時間割には、「生きる力」の時間なんてありません。《キャリア教育の時間についても同様です。》全ての教育活動の中で育んでいくしかありません。そこで、各教科・領域の授業の内容について、「環境」「生命や人権」「文化理解（国際理解）」「世界的な協力システム」等の視点から洗い出し、視点毎に教科横断的につないでいくのです。その流れの中に、生活科や総合的な学習の時間を単元として位置づけ、体験や人とのふれ合い、発表や交流等を大いに取り入れた学びを構築するのです。そして、その連続性の中で『生きる力』を育んでいくのです。《キャリア教育もこの中で取り組んでおります》

　 教科担任制の進んだ中学校等においては、教科・領域の壁を越えて生徒の学びをつなげることが一層重要になります。学年毎にこのような指導計画ができた時、学校の学びは楽しく豊かなものに変わります。
③　問題解決的・探究的な学習過程を重視した指導
　　「教え込みの授業から自ら学ぶ授業へ、転換が必要です。」と、だれもが言います。しかし、どうやったらいいのか、具体的に見せてもらったことがありません。ほとんどの人がこのような授業を受けてこなかったからできないのも当然です。
　知識注入型の授業は、子どもの前に薪の山を作るようなものです。いくら積み上げても燃えません。本来の教師の役割は、燃えそうな薪（知識）を集めて、子どもの心に、学びの火を付けることです。（その後は、煽いだり薪の追加をしたり・・・）
　それには、子どもたちの常識や予想を覆すような事実をぶつけるのです。驚きや意外さから疑問が生まれ、そこに学びの火がつくのです。（本校は様々な単元での実践を開発中です。）
　 様々なゲストティーチャーは、このような指導過程の中に位置づけられてこそ価値があると考えます。イベント的な扱いでは価値が薄れてしまいます。
④　全校の児童・生徒が伝え合い、聞き合う場（ＥＳＤ学習まつり）の設定
　　そのようにして学んだことを、子ども同士だけでなく地域や保護者、幼・保・小・中、関係機関の方々などに向かって発表し合う場を創ります。このような場が、子どもの主体性を育み、創造的なコミュニケーション能力の育成に結びつくのです。
　　こうした実践の積み重ねが、子どもたちに学ぶことの大切さや楽しさを実感させます。そして、自分たちの学びに自信と誇りをも育てるのです。これが、どのような厳しい世界にあってもたくましく生き抜き、未来を切り拓いていく子ども達を育てる道だと確信しております。（本校の『八名川まつり』の様子は保護者説明会用のプレゼン後半に入っております）
⑤　教員相互の実践交流の場の設定
　　本校では、２月２１日に校内研究会として教員相互の実践報告会を設定し、各学年でどのような実践をしたのか、研究授業のその後の様子なども含めて校内報告会をしました。これには、地域や保護者にも参加を呼びかけ、また、ユネスコスクール関係者にも呼びかけて、国内各地から約２０名の参加者がありました。大きな発表会を開いて人を集めることよりも自分たちが学び合い、どの学年を受け持っても資料が共有されていることの方が重要と思っています。校内のＰＣ共有フォルダに、学年・単元毎の資料ファイルをまとめております。教師にとっても、互いにで伝え合うことで、学びが深まるものです。（実践報告会で使用されたプレゼンデータも校内のフォルダに残します。）
このような取り組みのスタイルを根付かせることで、地に足の着いた教育、あるいはＥＳＤの実践が進むように思っています。八名川小学校は地域に根ざした活動をゆったりと進めてまいります。
４月に行った全校保護者会の資料プレゼンを（普通の添付資料としては重すぎるのでデータ便を使って）お送りしたいと思います。これをスライドショーでご覧いただけると、ＥＳＤを踏まえた教育の具体像がご理解いただけると思います。

お手数をおかけしますが、よろしくお願いいたします。
八名川小学校　電話　０３－３６３３－５４２８　E-mail t-tejima@koto-edu.jp
